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大 津 堂 山
(試掘調査前)

調 査 風 景



赤穂市大津堂山遺跡埋蔵文化財試掘調査報告

1.調 査 地 赤穂市大津字堂山 山陽自動車道バイパス通過地

2.調 査 日 昭和54年 1月 3日～ 7日 (5日 間)

3.調 査 員 松 岡 秀 夫  有年考古館々長
河 原 隆 彦  東洋大学附属姫路高等学校教諭
谷 崎 良 晴  神戸野田高等学校教諭
松 岡 秀 樹  兵庫県播磨高等学校教諭
松 本   保  赤穂西中学校教諭
谷 中   進  赤穂中学校教諭
広 山 尭 道  赤穂高等学校教諭
赤穂市教育委員会・市史編 さん室 。人夫実a人

4.調査方法 東西50米、南ゴL30米の調査該当地を10米角に区切 り、各区に縦横2米ずつの

試掘地を設定、調査 した。

5.調査成績

(A列 )

A1 1.30米 の深さを8層 に区別 した。第3層 (0.5米 )の黒褐色粘土層から、土師

弥生式土器の小破片出土。第6層 (0.8米 )の ところに厚さ細 .2米の貝層が発

見された。貝類はハイガイを主としていて、時に須恵器の破片を混 じている。
その下の第7.8層 は砂層である。この員塚は北方に広がっている模様である。

AⅡ 深さ1.3米の試掘穴は5層 の地層からなり、第3層の黒褐色粘土層から弥生、

土師、須恵、製塩土器等の破片出土。第5層 から土師器片出土。

AⅢ l.8米 の深さまで試掘、第3層 (0.4米 )の黒褐色粘土層から弥生、須恵の破片

出土、次の第4.5層 からも土器片出土。

AⅣ l。 9米の深さまで試掘、9層 に分けられる。第3層から弥生、土師片出土、第
4.5層 からも土器片出土、第6.7.8層 は色を違えた砂層であるが遺物は含まな
い。遺構なし。

AV 試掘穴は6層 の地層からなっている。第5層 の褐色砂層から、土師、弥生の

破片とサヌカイ ト製の石包丁出土。遺構なし。

AⅥ l.2米の深さまで掘る。地層は8層 に分かれていて第3層 の褐色粘土層から土

師破片出土、以下の各層に遺物 を含まず。遺構なし。

(B列 )

B1 1.0米の深さにて砂層となる。 7層 の地層を分ち得るも、第3.4.5層 のあたり
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A-2 トレンチ第5層土器出土状況
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山陽自動車道大津インターチェンジ

大津堂山遺跡埋蔵文化財試掘調査

C-1第 5層 材 木 出 土 状 況
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5黒 褐色砂



5黒 褐色砂





1

1耕  土

3褐 色 土

4黄  砂

__一
´

一 ― 一 ― 一 一 一 ― 一 一 ― ―
                    。

_掲 色

_砂 _

6淡 色 砂

愉   ―    な   
一

   愉



.   大津堂山遺跡試掘調査写真

兵 庫 県 赤 穂 市
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製 塩 土 器

縄 文 式 土 器



弥生 (前 期)式土器
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本データは全国遺跡報告総覧において公開するため、

赤穂市教育委員会生涯学習課文化財係が編集 ・作成したものです。

データ編集 ・作成　　赤穂市教育委員会　生涯学習課　文化財係

〒678-0292　兵庫県赤穂市加里屋 81 番地

TEL ： 0791-43-6962　FAX ： 0791-43-6895

令和元年 （2019 年） 10 月 1 日　データ編集 ・作成
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